ゼミ生記者別取材記事「パン工房プチハウス」
ヤスダ（家寿多　俊）の記事
「プチハウス」―とても可愛らしい名前であり、耳に残る。この名前の由来は、店主の大越さんが「だれもが気軽に来られるよう」に付けたと、店主の奥様が話してくれた。
　「プチハウス」は多摩区役所の近くに存在する。区画整備のため２００８年１１月２０日に現在の場所（以前はその隣）にオープンした。
外装はとてもお洒落で隠れ家的な落ち着いた雰囲気がある。店内は決して広くはないが内装も欧米のような雰囲気でパンの良い匂いが漂っている。
　家族で経営しており、９時からの開店（１９時まで）に合わせて、朝５時に下準備をし、おいしいパンを作っている。８０種類もある商品の中からオススメの商品を聞くと、すぐに「パンドミ」（３５０円）と答えてくれた。他にもラウンドメープル（２６０円）という商品が人気であるとも答えてくれた。実際に買って食べてみるともちもちした食感でかっぱえび○んのようにやめられなく、とまらなかった。　
　買って食べたのは、マンゴー味。他にもプレーンやメープルがある。味は季節によっていろいろ変わるともおっしゃっていた。個人的にはマロン味を作ってほしい。
　客層はアンパンマンのパンもあるように、小さい子供をもつ女性や学生も来るとのこと。「焼きたて・つくりたて・あげたて」の「３たて」を常に守り無添加のパンを提供している。
　約２０分の取材中にも何人もお客さんが来て、そのことがこのお店のパンのおいしさを表していた。また、常連さんと思われるお客もたくさん来ていた。
　その中のお一人が「カレーパンありますか？」と奥様に聞いていた。カレーパンも人気商品の一つで取材が終わったら買おうと思っていたウメヅくんはさっきので終わってしまったと聞いてがっくり。また行きましょう！
　１０００円以上買うと１００たま、５００円以上買うと５０たま使える。
是非一度行ってみてください。場所がわかりにくいので地図を参考に。
あっ、でも毎週日曜日と第３月曜日は行ってはダメ！
だって定休日だもん。
一句
「プチハウス　お腹なったら　れっつごー」
　
